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今
回
の
浸
水
に
思
う

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
し
ら
さ
ぎ
三
十
班
、
広
報
委
員
兼

自
主
防
災
委
員
の
塩
谷
で
す
。

ま
ず
は
先
の
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
を
被
っ
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す(

か
く
言
う
私
も
そ
の
被
害
者
の
一
人
で
す)

そ
こ
で
、
今
回
の
リ
レ
ー
見
聞
録
は
、
自
主
防
災
委
員
と
し

て
の
私
の
経
験
・
知
見
を
元
に
少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。今

回
の
浸
水
は
、
し
ら
さ
ぎ
の
里
に
私
が
引
っ
越
し
て
来
て

か
ら
二
度
目
で
約
二
十
年
ぶ
り
の
浸
水
で
し
た
。

前
回
は
公
民
館
付
近
の
西
川
が
氾
濫
し
、
そ
の
影
響
を
受
け

る
形
で
の
前
面
道
路
の
み
の
浸
水
で
、
今
回
ほ
ど
の
深
さ
も
な

く
幸
い
家
や
自
動
車
に
も
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
未
だ
周
囲
に
水
田
が
広
が
り
、
雨
水
の
貯
水
池
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
く
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
昨
今
工
業
団
地

の
造
成
が
進
み
水
田
が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
従
来
水
田
に

貯
水
さ
れ
て
い
た
雨
水
が
、
周
辺
の
排
水
路
や
中
小
河
川
の
排

水
能
力
を
超
え
、
短
時
間
に
集
中
的
に
流
入
す
る
こ
と
を
原
因

と
し
た
、
河
川
氾
濫
、
い
わ
ゆ
る
「
都
市
型
洪
水
」
が
今
回
の

豪
雨
で
発
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

実
際
、
豪
雨
氾
濫
当
日
、
た
ま
た
ま
有
給
休
暇
で
在
宅
し
て

居
り
ま
し
た
私
が
状
況
を
把
握
す
べ
く
西
川
の
様
子
を
見
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
直
近
の
西
川
に
架
か
る
橋
が
水
没
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
旧
在
所
方
面
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
造
成
地
方
面
か
ら

の
多
量
の
雨
水
の
流
入
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

西
川
を
見
る
に
、
拡
幅
工
事
は
下
流
域
で
一
部
実
施
し
て
い

る
も
の
の
、
工
場
造
成
地
直
近
の
し
ら
さ
ぎ
地
区
で
は
未
着
手

で
す
。
一
日
も
早
い
拡
幅
工
事
の
実
施
を
望
み
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
今
回
と
同
程
度
の
豪
雨
が
あ
れ
ば
同
程
度
の
河
川
氾

濫
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

紙
面
も
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
回
は
避
難
に
際
し
て
自
動
車

を
利
用
す
る
場
合
の
注
意
点
を
お
話
し
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

何
故
か
と
言
う
と
、
私
の
知
人
が
運
転
中
に
今
回
の
豪
雨
に
遭

遇
し
自
動
車
ご
と
二
㎞
以
上
も
流
さ
れ
、
消
防
の
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
に
救
助
さ
れ
た
と
い
う
事
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

よ
く
、
排
気
管
ま
で
水
位
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
エ
ン
ス
ト
し

な
い
か
ら
大
丈
夫!

と
い
う
方
も
お
り
ま
す
。

し
か
し
自
動
車
は
エ
ン
ジ
ン
で
生
じ
た
駆
動
力
を
タ
イ
ヤ
に

伝
達
し
タ
イ
ヤ
と
接
地
面
の
摩
擦
力
に
よ
り
走
行
し
、
ブ
レ
ー

キ
に
よ
り
タ
イ
ヤ
を
制
動
し
タ
イ
ヤ
と
接
地
面
の
摩
擦
力
に

よ
っ
て
停
止
す
る
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
道
路
が
浸
水
し
、
タ
イ
ヤ
の
高
さ
の
概
ね
半

分
位
の
水
位
と
な
る
と
タ
イ
ヤ
の
浮
力
に
よ
り
接
地
圧
が
大
き

く
減
衰
す
る
結
果
、
タ
イ
ヤ
と
接
地
面
の
摩
擦
も
低
下
し
、
走

行
・
停
止
が
困
難
に
な
り
、
前
述
の
知
人
の
よ
う
に
流
さ
れ
た

り
、
脱
輪
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
道
路
が
浸
水
し
始
め
た
ら
早

期
の
う
ち
に
高
所
に
移
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
のH

V

車
やE

V

車
は
車
両
の
重
心
を
下
げ
る

た
め
に
駆
動
用
電
池
を
低
い
位
置
に
設
置
す
る
傾
向
に
あ
る
の

で
、
よ
り
低
い
水
位
で
水
没
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
一

層
ご
注
意
下
さ
い
。

目
安
と
し
て
は
、
タ
イ
ヤ
の

の
深
さ
に
な
る
以
前
の
避

難
開
始
を
オ
ス
ス
メ
し
て
今
回
の
ま
と
め
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

三
十
班

塩
谷

哲
弘

【

秋
祭
り
に
つ
い
て

祭
事
は
中
止
】

神
事
は
行
い
ま
す

❒

九
月
十
八
日
（
日
）
秋
祭
り
を
執
り
行
い
ま
す
。
今
年
も
い

ま
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
の
で
感

染
防
止
の
為
、
秋
祭
り
は
縮
小
し
祭
事
の
御
神
輿
巡
行
、
獅

子
舞
い
は
中
止
と
し
ま
す
。
従
っ
て
昨
年
同
様
、
し
め
縄
張

り
、
御
駐
輦
所
作
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❒

神
事
に
つ
い
て
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
神
社
を
開

い
て
い
ま
す
の
で
、
日
吉
神
社
拝
殿
に
よ
り
是
非
ご
参
拝
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
六
年
生
女
子
児
童

の
巫
女
に
よ
る
神
楽
の
舞
を
是
非
ご
覧
願
い
ま
す
。

❒

午
後
五
時
よ
り
安
宅
住
吉
神
社
神
職
に
よ
る
神
事
を
執
り
行

い
ま
す
の
で
、
各
種
団
体
、
関
係
者
の
皆
様
は
、
ご
出
席
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

❒

神
事
終
了
後
に
、
初
老
の
方
の
厄
払
い
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

（
写
真
撮
影
を
致
し
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

集
ま
り
下
さ
い
。
）

令
和
四
年
八
月
役
員
会

八
月
十
九
日
（
金
）
福
島
町
会
館

❒
町
内
会
長
代
理

•

八
月
四
日
（
木
）
の
豪
雨
・
浸
水
に
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

•

感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。
各
自
注
意
下
さ
い
。

•

朝
晩
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
体
調
管
理
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

❒
広
報
委
員
会

•

今
号
の
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

❒
自
主
防
災
会

•

九
月
の
防
災
訓
練
は
中
止
と
致
し
ま
す

❒
神
社
係

•

秋
祭
り
は
、
九
月
十
八
日
（
日
）
、
神
社
内
の
神
事
の
み
執

り
行
い
ま
す
。
神
輿
・
獅
子
舞
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

❒
そ
の
他

•

別
掲
の
【
公
民
館
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
】
を
参
考
に
。

•

公
民
館
清
掃
は
当
分
中
止
。
別
掲
の
【
公
民
館
清
掃
】
を
参

考
に
。

•

町
内
会
費
三
期
は
徴
収
無
し
、
と
致
し
ま
す
。
三
期
分
一
括
お

支
払
い
の
皆
様
は
、
来
年
一
期
に
て
調
整
を
致
し
ま
す
。

•

災
害
時
（
浸
水
時
）
の
車
の
一
時
避
難
場
所
を
検
討
中
。

•

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
駐
車
場
・
福
島
墓
地
駐
車
場
・
神
社
駐

車
場
な
ど
。

公
民
館
清
掃
に
つ
い
て
は
当
分
の
間
中
止
し
ま
す
。
清
掃
開

始
は
町
内
か
ら
指
示
が
あ
る
ま
で
中
止
と
し
、
決
定
次
第
そ
の

時
の
直
近
の
当
番
班
か
ら
開
始
し
ま
す
。
再
開
時
は
班
長
さ
ん

と
福
島
町
だ
よ
り
・
町
内
放
送
で
周
知
し
ま
す
。

九
月
十
七
日

第
二
十
五
班
・
二
十
六
班
・
二
十
七
班
の
班
長
の
皆
様

※

午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

※

福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

※

欠
席
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
ず
交
代
要
員
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

第２１７回

❒

九
月
二
十
三
日(

金)

秋
分
の
日

午
前
八
時
～

合
掌
地
蔵
秋
の
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

場
所
は
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
い
し
か
わ
根
上
さ
ん
の
道
路
を

隔
て
た
北
側
で
す
。

日
吉
神
社

公
民
館
の
使
用
が
制

限
さ
れ
て
い
る
た
め

当
分
の
間
中
止
と
し

ま
す

【
境
内
清
掃
の
御
礼
】

七
月
二
十
四
日
、
中
部
地
区
（
第
五
班
～
八
班
）
の

皆
様
に
境
内
掃
除
を
し
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
草
が
伸
び
て
い
る
の
で
草
取
り
は
助
か
り
ま
し
た
。

尚
、
九
月
十
一
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
り
福
島
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
境
内
掃
除
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

先
日
の
大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
で
福
島
町
公
民
館
は
一
階
の
集

会
室
と
和
室
が
水
没
し
ま
し
た
。
清
掃
、
消
毒
に
つ
い
て
は
終
了

し
て
い
ま
す
が
土
間
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
一

階
は
テ
ー
ブ
ル
、
い
す
を
並
べ
て
あ
り
ま
す
。
土
足
に
な
り
ま
す

が
使
用
で
き
ま
す
。
二
階
は
使
用
し
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
す
る
方
は
そ
の
点
を
了
解
し
た
う
え
で
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。の

み
活
倶
楽
部
、
英
語
教
室
、
お
琴
の
教
室
は
当
分
中
止
と
な

り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、
八
月
四
日
（
木
）
、
北
陸

地
方
は
激
し
い
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
福
島
町
に
お
い
て

は
、
し
ら
さ
ぎ
の
里
を
中
心
に
、
そ
の
猛
威
が
襲
い
掛
か
り
ま

し
た
。

写
真
は
（
家
屋
が
写
る
写
真
の
掲
載
は
避
け
ま
す
が
）
福
島
町

会
館
の
前
で
す
。
多
数
の
ご
家
庭
が
、
床
上
・
床
下
浸
水
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
会
と
致
し
ま
し
て
は
、
し
ら
さ
ぎ
の
里
の
皆
様
に
ご
協

力
を
仰
ぎ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
形
で
被
災
状
況
や
貴
重
な
ご
意
見

を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
検
討
材
料
と
し
、
町
内
会
長
会
議
、
市
会
議
員

を
通
じ
て
、
能
美
市
に
対
し
て
要
望
提
出
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

今
般
の
被
災
に
よ
り
、
ご
苦
労
を
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心

よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
文
化
芸
能
ま
つ
り

•

九
月
八
日
（
木
）
十
三
時
半
～

•

根
上
文
化
会
館
タ
ン
ト
に
て

•

福
島
町
よ
り
三
組
の
出
場

■
余
技
展

•

九
月
八
日
（
木
）
～
十
一
日
（
日
）

•

能
美
市
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

•

福
島
町
よ
り
十
三
名
が
出
品

両
件
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
「
白
寿
六
十
九
号
」
に
つ
い
て

•

原
稿
締
め
切
り
十
一
月
一
日
（
火
）

原
稿
は
千
四
百
字
以
内
。
地
区
名
・
氏
名
を

記
載
下
さ
い
。

•

難
し
く
考
え
ず
、
老
人
会
紹
介
・
行
事
内
容
・

体
験
談
・
思
う
事
な
ど
、
気
楽
に
書
い
て
下
さ

い
。

•

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど
は
十
句
以
内
。

町
内
会
に
て
広
報
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
二
十
三
班
の
渡
辺
と

申
し
ま
す
。
今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
僕
の
家
も
床
下
浸
水
を
致

し
ま
し
た
。

八
月
四
日
（
木
）
十
八
時
半
、
会
社
よ
り
戻
り
、
し
ら
さ
ぎ
一

帯
の
光
景
を
見
た
時
の
衝
撃
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

諸
事
情
に
よ
り
、
八
月
十
一
日
（
木
）
に
な
り
よ
う
や
く
排
水

を
考
え
ま
し
た
。
周
辺
の
皆
様
の
ご
助
言
、
防
災
無
線
で
の
告

知
を
も
と
に
、
能
美
市
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
借
用
（
無
償
）
致
し

ま
し
た
。
写
真
は
排
水
中
の
模
様
で
す
。

床
下
の
構
造
上
（
各
家
庭
で
異
な
り
ま
す
）
、
完
全
な
排
水
は

出
来
て
い
ま
せ
ん
。
後
の
消
毒
も
含
め
、
業
者
と
進
め
て
お
り

ま
す
。
ご
参
考
下
さ
い
ま
せ
。

災
害
時
の
問
い
合
わ
せ
先

八
月
四
日
（
木
）
の
豪
雨
・
し
ら
さ
ぎ
地
区
を
中
心
と
し
た
浸
水
の

後
、
し
ら
さ
ぎ
の
各
家
庭
に
、
町
内
会
自
主
防
災
会
よ
り
、
災
害
時
の

市
へ
の
問
い
合
わ
せ
先
を
配
布
致
し
ま
し
た
。
再
告
知
及
び
従
来
か
ら

の
在
所
の
方
々
の
為
に
も
、
こ
こ
に
一
部
掲
載
を
致
し
ま
す
。

■
浸
水
し
た
家
庭
の
清
掃
と
衛
生
対
策
（
健
康
推
進
課
）

☎
五
八-

二
二
三
五

平
日

八
時
半
～
一
七
時
一
五
分

■
浸
水
被
害
対
応
排
水
用
ポ
ン
プ
貸
し
出
し
（
ま
ち
整
備
課
）

☎
五
八-

二
二
五
一

平
日

八
時
半
～
一
七
時
（
要
事
前
連
絡
）

☎
五
八-

一
一
一
一

土
・
日
・
祝

八
時
～
一
七
時
（
要
事
前
連
絡
）

■
道
路
・
河
川
・
災
害
崩
落
土
砂
処
理
助
成
（
土
木
課
）

☎
五
八-

二
二
五
〇

平
日

八
時
半
～
一
七
時
一
五
分

■
そ
の
他

☎
五
八-

一
一
一
一

平
日

八
時
半
～
一
七
時
一
五
分
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